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間欄‖．ある核種（複数）の壊変は次のようである（一部は実際から改編）。下  
記の問に答えよ。間鴇紙の最後は元素記号、その他参考数せ等があるが、必ずしも回答の総て  
を与えてあるわけではない。  

（e）1．馳  

の  

望。1認諾深慧驚深澤芸琴こ措裟誌 号で答えよ。                            （10）  
間2飴）の天然存在比は寧8％である。払簗塩化ルビジウム（馳CIM．W．121）  
12．1gの放射能はを求めよ仮】弛単位）  （10）  

間3（d核種の質量を求めよ。また（ゎから放射される（ウ）線の最大エネルギー  

（囲）をもとめよ（MeV単位）  （10）  

間4 短）核種の放射能を測定したところ5日（120Ⅰカ後に初めの35．5％となった。  

短）核種の半減期1kを求めよ。logO．5±－0．301logO．355…」）．45Dである（5）  
問5初め純粋な（g）核種を数日間放置する時、生成する（c）核種からの放射線  
は、はじめ青から強度を増加し約12時間後に最大に達したあと、あたかも鹿）の  
半減期に従って減少していく。このような現象は放射化学では何と呼ばれている  
か？  （5）   
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当な数値または記号を記入しなさい。  （30）  

（1）麻子は原子核と軌道電子から成る。原子を球形で近似したとき、原子の直  
径は1～3×（a）cm程度であるのに対して、原子核の直径はd＝d。Al／3 で  

表わされここにAは（あ）であり、d。は定数で1・4×10‾13cmであ、る。この式  

から23町bの原子核直径は約（b）m程度と計算される。  
（2）1個の静止電子の質量は約0．00055uであり、それは（c）MeVに等しい。  

（3）トリウム（23才nl）系列の最終安定核種は（d）pbである。  
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気申では3．5cm軽度、水中あるいは人件中では45（e）程度である。   
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（5）90Sr，131Ⅰ，137Cs等は235Uの（う）生成物であり、131Ⅰの半減期はお  

よそ（f）日で、137csの半減期は（g）年である。  

（6）（え）はある放射壊変の附こ放出される粒子であり、質量は電子と比べて  
も非常に小さく、また、間購lの（ウ）、（イ）専が連続スペクトルとなること  

を説明する粒子である。  

（7）核反応を示す式、85Rb（α，3n）Ⅹ においてⅩ＝（お）である。ⅩIま間趨t  

の（イ）線を放射する。この（イ）は（か）と呼．ばれ、最終的には電子と結合し  

て（き）を放射して消央する。  

（8）239nl，241Am，249Cf等の原子番号が（h）以上の元素は（く）と呼ば  

れ、自発核分裂（略号SF）する核種も多くある。   

何趨Ilt．  （15）  

放射線の吸収線量42qr材●レイ）で、ヒトは中枢神経障害による死亡（即死）す  
るとされる。この放射線量により人体の体温はどの程度上昇すると計算される  
か？ただし、人体は水と同様に、1血／gの熱主により1℃上昇するものとす  
る。（1cal＝4．2J）また、ヒト組織の平均電離エネルギー（W億）を32eV  
とすると、この放射線量により体重50kgの人体中に平均分子量200の（猛毒）イ  
オンが何mg生成したと計算されるか？1dV≡1．6×10‾19J   

間慮IV．  
次の文章は放射化学と関係する用帯を説明したものである。それにあてはまる適  

当な静句（美希も可）を記せ。  

（1）放射線による気体の電離を利用して放射線の検出が可能である。電極間に  
印加する電圧の変化により出力電気倍号は変化するが、入射放射線により生じた  

イオン対の電気量に無関係なガス増幅（放電の一種）して一定出力電流を与える  
ような印加電圧の領域がある。  （3）  

（2）高速の亀子線が物質（原子）と相互作用するとき、原子核の近傍で減速さ  
れる場合がある。この時、減速に相当するエネルギーを電磁波（Ⅹ線）として放  
射する。  （3）  

（3）γ線、Ⅹ線等の電磁波放射線が物質（原子）と相互作用する時、3形式の  
相互作用でエネルギーを失う。その3形式の相互作用の名称。  （6）  

（4）放射線により物質が電離する時、その放射線の飛跡の単位長当りに生成す  
るイオン対の数を表わす債で、α線では大きく、T簸では小さい億となる。（3）  
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